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改正勧告（Revised Recommendation concerning 
Technical and Vocational Education）」によれ
ば、今日世界的には、普通教育の一環として、
「技術および労働の世界への手ほどき an 
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5 から中 1 までの 3 年間の必修教科として位置
づけられている。 
 これに対して、諏訪市の「相手意識に立つも
のづくり科」は、小 1 から中 3 までの 9 年間の
必修教科とされており、注目される。諏訪市で
は、2008 年度から、市内のすべての市立小・中
学校（小学校 7校、中学校 4 校、計 11 校）にお
いて、小 1から中 3までの 9年間を一貫した「相
手意識に立つものづくり科」が特設された。こ
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の諏訪市の「相手意識に立つものづくり科」は、
管見の限り、技術・職業教育を行う普通教育と





























































ら 15 時間、図画工作科から 10 時間、第 3～6
学年において図画工作科から 10時間、総合的な
学習の時間から 15時間、を減じて当てている。
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